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食育という考え
教
育
随
想

今月の紙面

岡崎歯科医師会長
学校保健会副会長

柏木　博行　氏

今
思
え
ば
、
七
十
年
安
保
と
言
わ
れ
る

時
代
、
私
は
思
春
期
の
真
っ
た
だ
中
に
身

を
置
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
高
校
の
文

化
祭
で
「
教
育
と
は
」
と
い
う
命
題
の
も

と
に
、
同
級
生
や
先
生
を
交
え
て
討
論
に

酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

青
二
才
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
生
意
気

に
、「
教
育
と
は
人
間
形
成
な
り
」
な
ど
と
、

う
そ
ぶ
い
て
い
た
自
分
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
三
十
五
年
余
、
こ
の
よ
う
な

形
で
「
岡
崎
の
教
育
」
に
拙
文
を
寄
せ
る

と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

歯
科
医
の
代
表
と
し
て
昨
年
ま
で
学
校

給
食
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

年
に
一
度
中
学
生
の
皆
さ
ん
と
同
じ
献
立

で
食
べ
ま
し
た
。
栄
養
士
の
方
々
の
ご
尽

力
も
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分

の
子
供
時
代
の
メ
ニ
ュ
ー
と
の
違
い
に
感

動
し
ま
し
た
。

時
は
流
れ
、
日
本
は
豊
か
に
な
り
、
何

で
も
そ
ろ
う
飽
食
の
国
に
な
り
ま
し
た
。

人
間
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
食
べ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
た

だ
闇
雲
や
み
く
も

に
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、
偏
っ
た

食
事
を
し
た
り
す
れ
ば
、
当
然
、
肥
満
に

な
っ
た
り
、
最
近
言
わ
れ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。「
食
」
の
安
全
が
問
わ
れ
て
い
る

今
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内
容
で
、
規
則

正
し
い
食
生
活
こ
そ
が
、
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

昨
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
「
食
育
基
本

法
」
を
基
に
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、

知
識
や
体
力
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
た
と
え
給
食
の
時
間
と
い
え
ど
も
、

道
徳
を
重
ん
じ
な
が
ら
、「
食
」
を
大
切

に
思
う
気
持
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
健
康
な
体
を
目
指
す
健
全
な

食
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
歯
を
含
め

た
健
全
な
口
腔
こ
う
く
う

環
境
が
欠
か
せ
な
い
こ
と

も
異
論
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
し
わ
ぎ
　
ひ
ろ
ゆ
き
）
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石
工
の
技
術
を

若
者
に
伝
え
る

技
能
五
輪
国
際
大
会
「
石
工
」
の
部

エ
キ
ス
パ
ー
ト近

藤
　
　
均
　
氏

二
十
二
歳
ま
で
の
若
い
技
術
者
が
様
々

な
分
野
で
技
術
を
競
う
技
能
五
輪
大
会
。

二
年
ご
と
に
開
か
れ
る
国
際
大
会
で
四
度
、

近
藤
さ
ん
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
課
題

作
り
や
審
査
、
大
会
運
営
を
担
わ
れ
た
。

「
岡
崎
技
術
工
学
院
で
日
本
代
表
に
、

石
材
加
工
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
大
会
期
間

中
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
整
え
方
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、
若
者
た
ち
に
国
際
大
会
で
力

を
出
し
切
り
、
メ
ダ
ル
を
獲と

ら
せ
て
あ
げ

た
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。」

子
供
の
こ
ろ
は
図
工
と
体
育
が
好
き
で
、

教
師
を
目
指
し
た
時
期
も
あ
っ
た
近
藤
さ

ん
が
、
石
と
の
出
会
い
を
語
ら
れ
た
。

「
大
学
三
年
生
の
石
彫
の
授
業
で
、
美

し
く
質
感
が
実
に
柔
ら
か
い
大
理
石
に
触

れ
、
石
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。」

大
学
院
を
休
学
し
、
イ
タ
リ
ア
で
本
場

の
彫
刻
を
学
ぶ
経
験
も
さ
れ
た
と
い
う
。

「
歴
史
的
・
風
土
的
に
木
を
建
築
材
と

し
て
き
た
日
本
に
比
べ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
々
は
石
の
文
化
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

国
民
の
石
に
対
す
る
誇
り
の
意
識
も
違
い

ま
す
。
し
か
し
、
日
本
に
も
や
る
気
の
あ

る
若
者
が
た
く
さ
ん
い
る
だ
け
に
、
技
能

五
輪
に
対
す
る
国
の
積
極
的
な
支
援
が
も
っ

と
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。」

安
価
な
外
国
製
品
に
圧お

さ
れ
続
け
る
石

材
業
の
実
状
も
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

「
今
は
、
全
部
機
械
で
で
き
る
墓
石
の

需
要
ば
か
り
で
す
。
墓
石
中
心
の
造
形
に

は
、
岡
崎
の
灯
ろ
う
作
り
に
集
約
さ
れ
る

よ
う
な
高
度
な
石
工
の
伝
統
技
術
が
生
か

さ
れ
ま
せ
ん
。
若
者
に
、
ぜ
ひ
受
け
継
い

で
も
ら
い
た
い
大
切
な
技
術
が
伝
承
さ
れ

な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

日
本
の
多
く
の
産
業
が
抱
え
る
大
き
な
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。」

時
間
を
見
つ
け
て
こ
つ
こ
つ
と
作
品
作

り
に
励
む
近
藤
さ
ん
は
、
毎
年
展
覧
会
を

開
か
れ
て
い
る
。

「
い
つ
も
彫
刻
家
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
続
け
て
い
ま
す
。
機
械
で
は
で
き
な
い

付
加
価
値
が
あ
る
仕
事
を
若
者
に
伝
え
る

こ
と
、
そ
し
て
伝
統
的
な
も
の
、
技
術
の

詰
ま
っ
た
も
の
、
石
の
良
さ
を
表
現
し
た

も
の
を
、
一
つ
で
も
多
く
後
世
に
残
す
こ

と
が
私
の
目
標
で
す
。
作
品
を
目
に
し
た

と
き
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
と
し

た
ら
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。」

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
思
い
を
語
る

言
葉
に
も
熱
が
入
る
。

「
生
き
る
上
で
最
も
大
切
に
な
る
も
の

は
発
想
力
で
す
。
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
は
、
幼
い
こ
ろ
に
感
じ
た
は
ず
の
自

由
に
も
の
を
作
る
楽
し
さ
を
、
ず
っ
と
持

ち
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
い
い
も

の
や
本
物
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
で
す
。」

二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
は
、
静
岡
県
で

技
能
五
輪
国
際
大
会
が
開
か
れ
る
。
い
い

も
の
や
本
物
を
見
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

英
語
を
使
い
た
く
な
る

魅
力
の
あ
る
授
業
を

英
語
科
指
導
員
　
岩
城
　
冬
子

導
入
で“M

y
dream

”

を
ペ
ア
で
発
表
し

合
い
、
生
徒
の
表
情
が
和
ら
ぐ
。
自
分
の

思
い
を
素
直
に
伝
え
合
う
中
学
三
年
生
の

授
業
の
開
始
。
続
い
て“J.H

.S.students

should
be

able
to

have
boy

friends
or

girlfriends.”

（
中
学
生
は
男
女
交
際
を

し
て
も
よ
い
）
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
英
語

に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
の
授
業
へ
と
進

む
。
身
近
な
問
題
に
自
分
な
り
の
意
見
を

持
ち
、
賛
成
派
･
反
対
派
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ャ
ッ

ジ
が
友
達
の
よ
い
意
見
を
発
表
し
て
、
判

定
を
し
て
い
く
。

Ａ
教
諭
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
三
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

“S
low

ly,C
learly,L

oud
voice”

を
強
調

し
、
英
語
で
指
示
を
出
し
て
い
く
。
生
徒

た
ち
は
伝
え
に
く
い
単
語
の
意
味
を
カ
ー

ド
で
示
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
英
語
で

説
明
す
る
。

（

）

氏
　
　
名
　
こ
ん
ど
う
　
ひ
と
し

生
年
月
日
　
昭
和
三
十
四
年
十
月
十
八
日

住
　
　
所
　
羽
根
町
小
豆
坂
一
九
四
―
二
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“L
ove

m
akes

us
both

stronger.”

（
恋
愛
は
お
互
い
を
成
長
さ
せ
る
も
の)

“IfI
don’tpass

m
y

entrance
exam

,

w
hatshould

Ido?”

（
入
学
試
験
に
落
ち

た
ら
ど
う
す
る
の
）

“A
ge

has
nothing

to
do

w
ith

love.”

（
恋
愛
に
年
齢
は
関
係
な
い
）
と
、
次
々

に
自
分
の
思
い
を
伝
え
て
い
く
。

授
業
の
後
半
、
英
語
の
苦
手
な
Ｂ
男
が

“L
ove

is
not

as
easy

as
you

think!”

（
愛
は
み
ん
な
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
）
と
主
張
し
、
他
を
驚

か
せ
、
喚
声
と
拍
手
を
起
こ
さ
せ
た
。

一
、
二
年
生
と
、
少
人
数
指
導
授
業
を

き
め
細
か
く
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。

英
語
が
好
き
な
生
徒
た
ち
が
、
そ
こ
に
い

た
。
自
然
に
、
教
師
も
生
徒
も
「
英
語
を

使
お
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が
で
き
て
い
た
。

教
師
が
教
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

を
「
生
徒
が
学
び
た
い
」
と
思
う
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
教
師
の

熱
意
と
工
夫
が
あ
る
。
Ａ
教
諭
は
、「
英
語

を
使
っ
て
、
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
持

た
せ
た
い
」
と
、
こ
の
授
業
を
設
定
し
た
。

た
だ
単
に
単
語
や
文
法
を
教
え
込
む
の
で

は
な
く
、
ス
ピ
ー
チ
の
発
表
や
デ
ィ
ベ
ー

ト
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
会
話
や
海
外
と
の
メ
ー

ル
で
の
交
流
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
、
生
徒
が
自
ら
進
ん
で
英
語
を
使
い
た

く
な
る
よ
う
な
授
業
を
目
指
し
た
い
。

先
生
は
第
二
の
オ
ヤ
ジ

岩
津
中
　
兵
藤
　
輝
徳

『
先
生
は
僕
に
と
っ
て
第
二
の
オ
ヤ
ジ
で

す
』。
こ
れ
は
、
Ａ
男
の
卒
業
文
集
の
一
文

で
あ
る
。
彼
は
、
私
が
本
校
に
転
任
し
た

時
の
野
球
部
に
所
属
す
る
三
年
生
で
、
い

わ
ゆ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
は
な
く
外
野
の
控

え
選
手
で
あ
っ
た
。
公
式
戦
で
は
二
年
生

の
出
場
機
会
が
多
く
、
常
に
ベ
ン
チ
を
温

め
て
い
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
練

習
を
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
大
き
な
声
を

出
し
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

腐
る
こ
と
も
な
く
ひ
た
む
き
に
練
習
に
取

り
組
む
Ａ
男
の
姿
を
見
て
、
い
つ
し
か

「
試
合
に
出
場
さ
せ
て
や
り
た
い
」
と
考
え

て
い
た
。
私
は
試
合
中
、
必
ず
ベ
ン
チ
の

様
子
を
見
る
。
そ
れ
は
、
常
に
交
代
選
手

を
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
日
も

ベ
ン
チ
の
中
に
は
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
後

輩
た
ち
と
共
に
大
き
な
声
を
出
し
て
い
る

Ａ
男
が
い
た
。「
試
合
に
出
た
い
」
と
頬ほ
ほ

に

書
い
て
あ
る
Ａ
男
が
…
…
。

五
月
中
旬
、
グ
ラ
ン
ド
に
元
気
の
な
い

Ａ
男
が
い
た
。
声
を
か
け
て
み
る
と
、「
自

信
が
な
い
。
練
習
を
し
て
も
試
合
に
出
ら

れ
な
い
」
と
肩
を
落
と
し
て
い
た
。
私
は

「
野
球
は
全
員
で
や
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
君
は

練
習
や
試
合
中
大
き
な
声
を
出
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言

う
と
、
彼
の
目
か
ら
涙
が
溢あ
ふ

れ
て
き
た
。

「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
者
は
努
力
し
て
い
る
。
Ｂ

男
は
い
つ
も
朝
早
く
来
て
走
っ
て
い
る
。

Ｃ
男
は
素
振
り
を
し
て
い
る
。
他
の
者
も

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
努
力
し
て
い
る
ん
だ
。

君
が
そ
ん
な
気
持
ち
で
は
チ
ー
ム
は
強
く

な
れ
な
い
。
ス
イ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、

右
方
向
に
力
強
い
ラ
イ
ナ
ー
が
打
て
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
試
合
に
出
場
で
き
る
」

と
言
う
と
、
彼
は
翌
日
の
練
習
か
ら
再
び

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

六
月
に
な
り
、
過
日
の
課
題
が
や
っ
と

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
練

習
試
合
で
も
徐
々
に
先
発
メ
ン
バ
ー
と
し

て
名
を
連
ね
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
た
。

公
式
戦
、
準
決
勝
ま
で
駒こ
ま

を
進
め
た
。

Ａ
男
は
六
回
の
裏
、
同
点
の
場
面
で
外
野

の
守
備
に
つ
い
た
。
試
合
は
延
長
戦
と
な

り
、
特
別
ル
ー
ル
で
四
点
を
奪
っ
た
。
私

は
内
心
「
こ
れ
で
い
け
る
」
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
裏
の
守
備
で
緊
張
感
か
ら

か
、
い
つ
も
の
プ
レ
ー
が
で
き
ず
、
ミ
ス

で
三
点
を
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

流
れ
が
完
全
に
相
手
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

次
打
者
の
三
球
目
、
運
命
の
打
球
が
Ａ
男

の
頭
上
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
彼
の
脚
が
一

歩
二
歩
と
前
に
出
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
、

後
ろ
へ
と
下
が
っ
た
。
頭
上
を
越
さ
れ
た

か
と
思
っ
た
瞬
間
、
打
球
は
グ
ロ
ー
ブ
に

収
ま
っ
て
い
た
。
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
Ａ
男

を
取
り
囲
む
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
た
。『
五
月
の
時
点
で
、
野
球
を
諦
あ
き
ら

め

か
け
て
い
た
ぼ
く
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

く
れ
た
先
生
に
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
書

か
れ
た
文
集
が
私
の
宝
物
と
な
っ
た
。

指
導
者
で
あ
り
な
が
ら
も
、
時
に
は
父

親
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
と
心
と
心
で
語

り
合
え
る
よ
う
な
か
か
わ
り
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
。



３月号 1年のあゆみ

（4）

一
年
の

あ
ゆ
み

４
・
１

辞
令
伝
達
式
　
新
規
採
用
教
員
56
名

４
・
６

屋
内
運
動
場
完
工
式
　
大
樹
寺
小

４
・
７

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ビ
ク
ト
リ
ア
王
女
来
校
　
梅
園
小

４
・
12

市
内
小
中
学
校
　
愛
・
地
球
博
見
学
開
始

４
・
16

第
17
回
管
楽
器
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会

中
学
校
個
人
の
部
　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
　
優
秀
賞
　
矢
作
中
３
・
神
谷
英
美

４
・
18

現
職
研
修
委
員
会
総
会
（
梅
園
小
）

５
・
８
　
第
８
回
中
日
本
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

三
〇
・
三
〇
Ｍ
部
門
　
優
勝
　
東
海
中
３
・
杉
田
佳
奈
美

５
・
13

松
下
教
育
財
団
主
催
教
育
助
成
　
常
磐
南
小
・
六
ツ
美
北
中
・
情
報
教
育
委
員
会

５
・
14

第
49
回
岡
崎
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

５
・
31

「
自
然
・
人
・
未
来
へ
発
信
す
る
学
校
作
り
事
業
」

委
嘱
校
　
細
川
小
・
大
門
小
・
河
合
中
・
竜
南
中

６
・
４
　
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
林
等
活
動
の
部

準
特
選
国
土
緑
化
機
構
長
賞
　
秦
梨
小

６
・
19

第
19
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
優
勝
　
矢
作
西
小
６
・
松
村
隆
範

６
・
20

Ｆ
Ｂ
Ｃ
春
学
校
花
壇
設
計
図
　
中
日
新
聞
社
賞
　
六
ツ
美
中
部
小

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
　
根
石
小

Ｆ
Ｂ
Ｃ
春
花
壇
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
細
川
小

奨
励
賞
　
六
ツ
美
中
部
小

Ｆ
Ｂ
Ｃ
地
域
花
壇
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
六
ツ
美
中
部
小

６
・
28

わ
が
国
の
伝
統
文
化
を
尊
重
す
る
教
育
に
関
す
る
モ
デ
ル
校
に
指
定
　
常
磐
南
小

７
・
２
　
第
25
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
愛
知
県
大
会
　
男
子
優
勝
　
矢
作
南
小

第
22
回
愛
知
県
小
学
生
リ
レ
ー
競
走
大
会

四
年
女
子
五
〇
Ｍ
　
優
勝
　
矢
作
東
小
４
・
杉
山
美
貴

７
・
３
　
第
２
回
愛
知
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上
競
技
大
会

中
学
一
五
〇
〇
Ｍ
　
優
勝
　
竜
南
中
２
・
後
藤
麻
由

中
学
一
〇
〇
Ｍ
　
　
優
勝
　
東
海
中
３
・
新
美
綾
乃

７
・
６
　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
使
節
団
来
岡
（
〜
13
）

７
・
９
　
愛
・
地
球
博
「
地
球
子
ど
も
会
議
」
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
　
入
賞
　
甲
山
中
３
・
竹
内
志
穂

７
・
16

第
58
回
岡
崎
市
中
学
校
市
長
杯
総
合
体
育
大
会
（
〜
18
）

７
・
17

第
12
回
愛
知
県
中
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
総
合
・
女
子
総
合
・
男
女
総
合
　
優
勝
　
新
香
山
中

７
・
18

第
51
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

男
子
共
通
一
五
〇
〇
Ｍ
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
水
野
眞
治

女
子
一
〇
〇
Ｍ
　
　
　
　
二
位
　
東
海
中
３
・
新
美
綾
乃

７
・
21

岡
崎
市
小
学
校
球
技
大
会
（
〜
25
）

７
・
23

西
三
河
中
学
校
選
手
権
大
会
（
〜
25
）

７
・
24

第
27
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
優
勝
　
矢
作
南
小
　
男
子
二
位
　
竜
美
丘
小

７
・
29

第
43
回
岡
崎
市
小
学
校
水
泳
大
会
（
井
田
小
・
三
島
小
）

第
59
回
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
30
）

バ
ス
ケ
の
部
　
男
子
優
勝
　
北
中

陸
上
の
部
　
　
男
子
走
幅
跳
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
岩
津
中
３
・
鈴
木
雄
貴

男
子
一
一
〇
Ｍ
Ｈ
　
　
　
　
優
勝
　
甲
山
中
３
・
池
田
悠
祐

男
子
二
年
一
五
〇
〇
Ｍ
　
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
水
野
眞
治

女
子
三
年
一
〇
〇
Ｍ
　
　
　
優
勝
　
東
海
中
３
・
新
美
綾
乃

女
子
八
〇
〇
Ｍ
　
　
　
　
　
優
勝
　
竜
南
中
２
・
後
藤
麻
由

女
子
二
〇
〇
Ｍ
　
　
　
　
　
優
勝
　
矢
作
北
中
３
・
広
野
有
衣

女
子
走
高
跳
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
北
中
３
・
河
澄
真
子

女
子
砲
丸
投
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
六
ツ
美
中
３
・
高
橋
裕
美

水
泳
の
部
　
　
男
子
総
合
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
矢
作
北
中
（
三
年
連
続
）

男
子
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
　
優
勝
　
矢
作
北
中
・
石
井
、
堀
川
、
中
沢
、
田
端

男
子
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
　
　
優
勝
　
矢
作
北
中
・
大
久
保
、
堀
川
、
田
端
、
中
沢

第
27
回
愛
知
県
中
学
生
相
撲
大
会
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
新
香
山
中
２
・
吉
田
圭
佑

７
・
31

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
　
　
　
　
　
男
子
ベ
ス
ト
８
　
矢
作
南
小

全
国
中
学
校
カ
ヌ
ー
大
会

Ｋ
―
四
女
子
　
四
位
　
新
香
山
中
　
Ｋ
―
二
女
子
　
六
位
　
新
香
山
中

Ｃ
―
一
男
子
　
四
位
　
新
香
山
中
２
・
近
藤
許
仁

８
・
２
　
岡
崎
市
教
科
・
領
域
基
礎
研
修
会
（
〜
４
）

８
・
３
　
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
金
賞
　
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
　
矢
作
中
　
金
賞
　
岩
津
中

８
・
４
　
呼
和
浩
特
市
使
節
団
来
岡
（
〜
８
）

８
・
６
　
全
国
少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会
（
〜
７
）

五
〇
Ｍ
自
由
形
　
　
優
勝
　
広
幡
小
６
・
西
尾
次
郎

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形
　
三
位
　
広
幡
小
６
・
西
尾
次
郎

８
・
７
　
第
27
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
８
）

陸
上
の
部
　
女
子
共
通
八
〇
〇
Ｍ
　
　
　
優
勝
　
竜
南
中
２
・
後
藤
麻
由

男
子
二
年
一
五
〇
〇
Ｍ
　
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
水
野
眞
治

三
位
　
美
川
中
２
・
湯
野
邦
太
郎

男
子
三
年
一
五
〇
〇
Ｍ
　
　
二
位
　
竜
南
中
３
・
市
川
宗
一
朗

男
子
共
通
走
幅
跳
　
　
　
　
二
位
　
岩
津
中
３
・
鈴
木
雄
貴

男
子
一
一
〇
Ｍ
Ｈ
　
　
　
　
三
位
　
甲
山
中
３
・
池
田
悠
祐

水
泳
の
部
　
男
子
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
　
優
勝
　
矢
作
北
中
・
石
井
、
堀
川
、
田
端
、
中
沢

男
子
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
　
　
優
勝
　
矢
作
北
中
・
大
久
保
、
堀
川
、
田
端
、
中
沢

男
子
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
二
位
　
矢
作
北
中
３
・
中
沢
駿
秀

女
子
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
　
三
位
　
城
北
中
３
・
加
藤
さ
ゆ
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
　
優
勝
　
城
北
中
３
・
西
村
美
穂

第
25
回
全
国
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

三
〇
Ｍ
・
三
〇
Ｍ
部
門
　
優
勝
　
東
海
中
３
・
杉
田
佳
奈
美

三
位
　
東
海
中
３
・
附
柴
文
子

五
〇
Ｍ
・
三
〇
Ｍ
部
門
　
二
位
　
東
海
中
３
・
山
田
萌
恵

一
八
Ｍ
・
一
八
Ｍ
部
門
　
三
位
　
東
海
中
２
・
平
美
香
　
　
四
位
　
東
海
中
２
・
加
藤
康
之

五
位
　
東
海
中
２
・
河
合
祐
果
　
七
位
　
東
海
中
２
・
坂
野
雄
太

八
位
　
東
海
中
２
・
鈴
木
由
利
佳

８
・
９
　
第
49
回
全
国
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
（
〜
10
）

二
位
　
竜
南
中
３
・
森
本
雄

８
・
12

第
40
回
県
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
会
　
愛
知
県
知
事
賞
　
生
平
小
・
東
海
中

８
・
19

第
33
回
生
徒
市
議
会
（
市
議
会
議
場
）

８
・
21

第
４
回
全
国
小
学
生
・
中
学
生
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
　
優
勝
　
城
南
小
６
・
後
呂
有
哉

８
・
24

岡
崎
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

８
・
25

第
19
回
中
学
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
（
世
界
大
会
）

撮
影
賞
　
小
豆
坂
小

８
・
27

第
60
回
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
金
賞
　
　
竜
海
中
　
　
銀
賞
　
矢
作
中

８
・
29

第
47
回
岡
崎
市
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

９
・
５
　
岡
崎
市
中
学
生
呼
和
浩
特
市
親
善
訪
問
（
〜
13
）

９
・
８
　
第
８
回
愛
知
県
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
優
秀
賞
　
竜
美
丘
小

９
・
11

第
26
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
　
愛
知
県
大
会

男
子
Ａ
八
〇
〇
Ｍ
　
優
勝
　
竜
南
中
３
・
市
川
宗
一
朗

女
子
Ａ
二
〇
〇
Ｍ
　
優
勝
　
矢
作
北
中
３
・
広
野
有
衣

９
・
15

教
育
研
究
大
会
（
北
中
・
大
門
小
）

９
・
16

ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
使
節
団
来
岡
（
〜
23
）

９
・
18

第
８
回
全
日
本
小
学
生
新
相
撲
大
会
　
五
年
生
の
部
　
三
位
　
六
ツ
美
北
小
５
・
佐
野
真
奈
香

９
・
24

第
44
回
岡
崎
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
県
営
岡
崎
総
合
運
動
場
）

９
・
26

岡
崎
市
中
学
生
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
親
善
訪
問
（
〜
10
／
５
）

10
・
１
　
第
38
回
岡
崎
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
（
〜
９
・
水
泳
９
／
３
）

第
57
回
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
・
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
の
部
　
特
賞
　
愛
知
県
知
事
賞
　
岩
津
小
６
・
野
田
健
太

10
・
８
　
高
円
宮
杯
第
57
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
県
大
会
　
優
秀
賞
　
矢
作
北
中
３
・
武
田
和
浩

創
立
30
周
年
記
念
式
典
　
大
門
小

�
矢
作
北
中
が
優
勝
を
果
た
し
た
東
海

大
会
水
泳
の
部
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー

�
矢
作
南
小
が
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
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10
・
９
　
第
52
回
小
中
学
校
理
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
場
）

第
32
回
小
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
場
）

第
52
回
岡
崎
市
民
体
育
祭
（
中
央
総
合
公
園
）

第
48
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

大
編
成
の
部
　
金
賞
　
竜
海
中
・
矢
作
中
・
岩
津
中
・
六
ツ
美
北
中

小
編
成
の
部
　
金
賞
　
美
川
中
・
新
香
山
中
・
矢
作
北
中
・
六
ツ
美
北
中

第
14
回
全
国
吟
剣
詩
部
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
　
優
勝
　
六
ツ
美
南
部
小
５
・
上
村
龍
之
介

10
・
13

全
日
本
音
楽
教
育
研
究
大
会
（
根
石
小
・
緑
丘
小
・
矢
作
南
小
・
矢
作
中
・
竜
南
中
　
〜
15
）

10
・
14

岡
崎
市
教
職
員
文
化
の
つ
ど
い
（
市
民
会
館
）

10
・
15

第
33
回
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
市
民
会
館
）

国
際
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
国
大
会
出
場
　
大
樹
寺
小

10
・
16

第
３
回
愛
知
県
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

三
〇
Ｍ
部
門
女
子
　
優
勝
　
東
海
中
２
・
畔
柳
ま
り

一
八
Ｍ
部
門
女
子
　
優
勝
　
東
海
中
１
・
鈴
木
菜
摘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
・
18

第
49
回
愛
知
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
　
梅
園
小
４
・
細
井
碧
　
竜
美
丘
小
３
・
鎌
田
舞
　
竜
美
丘
小
６
・
稲
垣
香
奈

竜
美
丘
小
６
・
芝
原
陽
一
　
竜
美
丘
小
６
杉
浦
加
奈
　
連
尺
小
２
・
木
村
紫
帆
　

連
尺
小
３
・
桐
戸
佑
香
　
連
尺
小
６
・
成
瀬
智
子
　
連
尺
小
６
・
柴
田
、
杉
浦

本
宿
小
５
・
平
和
真
　
矢
作
東
小
１
・
中
根
良
太
　
矢
作
東
小
２
・
野
澤
瑠
莉

矢
作
東
小
６
・
川
浪
怜
子
　
六
ツ
美
南
部
小
２
・
都
筑
、
齋
藤

六
ツ
美
南
部
小
４
・
小
嶋
、
糟
谷
　
竜
海
中
３
・
鬼
頭
沙
友
子

竜
海
中
３
・
植
田
美
咲
　
葵
中
２
・
今
岡
美
晴
　
新
香
山
中
２
・
西
橋
、
長
谷
川

新
香
山
中
３
・
石
川
新
　
北
中
３
・
柴
田
、
三
浦
　
北
中
３
・
香
村
、
神
野
、
工
藤

六
ツ
美
北
中
２
・
平
岩
剛

第
53
回
全
国
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
　
竜
海
中
３
・
植
田
美
咲
　
北
中
３
・
香
村
、
神
野
、
工
藤

入
選
　
矢
作
東
小
６
・
川
浪
怜
子
　
北
中
３
・
柴
田
、
三
浦

佳
作
　
竜
美
丘
小
３
・
鎌
田
舞
　
本
宿
小
５
・
平
和
真
　
竜
美
丘
小
６
・
稲
垣
香
奈

連
尺
小
６
・
成
瀬
智
子
　
竜
海
中
３
・
鬼
頭
沙
友
子
　
新
香
山
中
３
・
石
川
新

新
香
山
中
２
・
西
橋
、
長
谷
川

10
・
21

岡
崎
市
中
学
生
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
親
善
訪
問
（
〜
29
）

10
・
22

第
42
回
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
（
〜
23
・
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
広
場
）

10
・
23

第
12
回
愛
知
県
中
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
新
人
戦
　
男
子
総
合
・
女
子
総
合
　
優
勝
　
新
香
山
中

10
・
26

第
32
回
岡
崎
市
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

10
・
29

愛
知
県
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
岩
津
中
３
・
河
西
由
香

10
・
30

開
校
80
周
年
記
念
式
典
　
矢
作
西
小

11
・
３
　
第
59
回
愛
知
県
発
明
く
ふ
う
展
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
梅
園
小
４
・
都
築
千
佳

11
・
４
　
第
４
回
ソ
ニ
ー
科
学
教
育
研
究
会
全
国
大
会
　
上
地
小

11
・
５
　
第
11
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
　
中
学
校
の
部
　
Ｂ
部
門
　
優
秀
賞
　
矢
作
中

11
・
６
　
第
９
回
東
海
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

優
秀
賞
　
グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞
　
竜
美
丘
小

第
48
回
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
空
手
道
全
国
大
会
　

中
一
の
部
　
優
勝
　
竜
海
中
１
・
本
多
勝

中
二
の
部
　
優
勝
　
竜
海
中
２
・
福
安
紋
弥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
・
11

第
36
回
博
報
賞
　
文
化
教
養
育
成
部
門
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
細
川
小

教
育
活
性
化
部
門
　
　
受
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
北
中

11
・
12

第
40
回
Ｃ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
日
本
決
勝
大
会

小
学
校
管
楽
合
奏
部
門
　
最
優
秀
賞
　
竜
美
丘
小

中
学
校
重
奏
部
門
　
　
　
最
優
秀
賞
　
城
北
中
　
優
秀
賞
　
　
岩
津
中

中
学
校
合
奏
第
一
部
門
　
優
秀
賞
　
　
城
北
中

中
学
校
管
楽
合
奏
部
門
　
優
秀
賞
　
　
矢
作
中

中
学
校
合
唱
部
門
　
　
　
優
秀
賞
　
　
矢
作
中
・
矢
作
北
中

11
・
13

第
24
回
愛
知
県
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
男
子
優
勝
　
矢
作
中

11
・
19

第
33
回
教
育
文
化
賞
授
賞
式
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

第
24
回
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
優
秀
賞
　
竜
美
丘
小

第
20
回
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ト
ン
ボ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
学
校
賞
　
環
境
大
臣
賞
　
矢
作
南
小

11
・
20

第
73
回
全
国
書
画
展
覧
会
　
書
の
部
　
特
選
　
竜
美
丘
小
６
・
鈴
木
沙
彩

11
・
24

第
15
回
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
学
校
賞
　
羽
根
小

11
・
27

Ｆ
Ｂ
Ｃ
秋
学
校
花
壇
設
計
図
　
中
日
新
聞
社
賞
　
　
　
　
六
ツ
美
中
部
小

Ｆ
Ｂ
Ｃ
秋
花
壇
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
　
上
地
小

奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　
六
ツ
美
中
部
小

Ｆ
Ｂ
Ｃ
地
域
花
壇
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
六
ツ
美
中
部
小
・
細
川
小

12
・
４
　
第
25
回
全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
賞
　
常
磐
中
１
・
加
藤
彩
乃

12
・
10

第
24
回
『
海
と
魚
』
自
由
研
究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

研
究
部
門
　
　
　
　
朝
日
学
生
新
聞
社
賞
　
　
連
尺
小
２
・
鈴
木
亮

第
６
回
ユ
ー
リ
ー
ド
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
パ
ー
ク

Ｃ
Ｍ
部
門
賞
（
全
国
一
位
）

竜
海
中
３
・
原
田
権
也

叙
勲
・
表
彰
者
合
同
祝
賀
会
（
竜
美
丘
会
館
）

12
・
11

第
13
回
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
生
中
級
の
部
　
最
優
秀
賞
　
矢
作
中
３
・
勝
田
千
尋

第
17
回
と
よ
た
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
　
優
秀
賞
（
全
国
２
位
）

竜
海
中
３
・
パ
ソ
コ
ン
部

愛
知
県
駅
伝
カ
ー
ニ
バ
ル
　
優
勝
　
東
海
中
男
子
、
南
中
女
子
Ａ

12
・
15

第
23
回
全
国
小
中
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
竜
美
丘
小
５
・
稲
葉
え
い
り

12
・
17

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
５

入
選
（
全
国
二
位
）

竜
海
中
３
・
加
藤
拓
磨

12
・
20

第
49
回
全
国
学
芸
科
学
コ
ン
ク
ー
ル

詩
部
門
　
　
　
　
　
　
旺
文
社
赤
尾
好
夫
記
念
賞
（
銀
賞
）

東
海
中
３
・
鈴
木
尚
子

学
校
特
別
奨
励
賞
共
同
通
信
社
社
長
賞
　
東
海
中

作
文
部
門
　
　
　
　
　
旺
文
社
赤
尾
好
夫
記
念
賞
（
入
選
）

東
海
中
３
・
纐
纈
安
美

読
書
感
想
文
部
門
　
　
努
力
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
中
３
・
田
中
美
帆

ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
優
秀
賞
　
常
磐
南
小

12
・
25

第
15
回
ひ
た
ち
パ
ソ
コ
ン
画
伯
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
（
全
国
二
位
）
竜
海
中
３
・
高
橋
正
和

12
・
26

第
32
回
冬
季
研
修
会
（
〜
27
・
甲
山
会
館
）

１
・
１
　
岡
崎
・
額
田
合
併
記
念
式
典
（
小
学
校
五
十
校
、
中
学
校
十
九
校
と
な
る
）

１
・
８
　
第
４
回
全
国
こ
ど
も
科
学
映
画
祭

中
学
生
部
門
　
佳
作
　
東
海
中
報
道
部

小
学
生
部
門
　
佳
作
　
生
平
小
５
・
橋
本
大
輝

１
・
15

第
57
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

１
・
18

第
49
回
小
中
学
校
書
き
初
め
展
（
〜
22
・
岡
崎
市
美
術
館
）

１
・
28

第
51
回
青
少
年
読
書
感
想
文
県
コ
ン
ク
ー
ル

知
事
賞
　
大
門
小
１
・
戸
谷
早
織
　
竜
海
中
３
・
植
田
美
咲

１
・
29

こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
　
重
奏
部
門
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
城
北
中

２
・
３
　
第
51
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

内
閣
総
理
大
臣
賞
　
竜
海
中
３
・
植
田
美
咲

２
・
６
　
全
国
中
学
校
文
芸
作
品
歌
曲
創
作
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
の
部
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
東
海
中
３
・
加
藤
香
衣

２
・
11

東
海
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
　
金
賞
　
矢
作
中
　
最
優
秀
賞
　
竜
美
丘
小

２
・
15

第
41
回
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

学
校
保
健
大
会
（
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

３
・
７
　
屋
内
運
動
場
完
工
式
　
南
中

３
・
18

中
学
生
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（
市
民
会
館
）

３
　
末

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

全
小
中
学
校
配
置

�
冨
田
勲
氏
を
講
師
に
招
い
て
開
催
さ

れ
た
全
日
本
音
楽
教
育
研
究
大
会

�
初
め
て
岡
崎
市
を
訪
問
し
、
中
学
生
と
交

流
す
る
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
親
善
使
節
団
員

�
愛
・
地
球
博
に
て
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

渡
辺
貞
夫
氏
と
共
演
す
る
岡
崎
の
中
学
生
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月
日

6
月
10
日

校
名

竜
　
海
　
中

分
野

全
教
科
・
特
別
支
援

9
月
30
日

小
豆
坂
小

生
活
・
総
合
的
な
学
習

10
月
18
日

六
　
名
　
小

道
　
　
　
徳

11
月
4
日

上
　
地
　
小

理
・
生
活
・
総
合
的
な
学
習

11
月
9
日

常
磐
東
小

算
　
　
　
数

11
月
22
日

北
　
　
　
中

教
育
全
般

10
月
13
日
〜
14
日

○全日音研……根石小・緑丘小・矢作南小・竜南中・矢作中

市
内
五
校

音
　
　
　
楽

研究主題 研　究　概　要

生徒一人一人の「学ぶ力」を育成しようと、昭和38

年以来｢わかる学習指導｣の継続研究を進めてきている。

生徒が自ら学ぶ力を身につけることを研究の主眼とし

ていて、「わかる学習」を『基礎基本の定着』『学び方

の習得』『学ぶ意欲の発展的向上』の３つの段階にとら

え学ぶ力を育てられるよう、生徒の意識や思いを生か

した授業構想を大切にして実践を行った。

生活科、『かがやきタイム』を通して、子どもたち

に確かな観察力に裏づけされた豊かな表現力を育
はぐく

むた

め、気づく力、調べる力、まとめる力、発表する力、

話し合う力を育もうとした。そこで実体験を通して、

視点を明確にした記録を作ることにより、確かな観察

力を育み、まとめる活動や発表する活動、話し合う活

動を充実し、実践研究に取り組んだ。

「子供の思いや考えが響き合う『道徳六名単元』の推

進」、「家庭や地域との連携を大切にした道徳性を育む、

特色ある取組」に焦点を当てた。資料提示や地域参加

型の導入など道徳の時間の指導方法を工夫したり、子

供の思いを大切にした『六名スクールプロジェクト』

や何でも話せる学校・家庭を目指す「健康大作戦」を

実施したりして研究を進めた。

「科学が好きな子ども」を、さぐる楽しさ・見つける

感動を味わい、学び合う喜びを感じ、新たな考えやも

のを創造する子どもと考え、研究に取り組んだ。「生き

生き夢中サイエンス」「ちびっこサイエンスたんけんた

い」「知の総合化をはかるサンクタイム」などのプロジ

ェクトを通し、意欲・主体性・思考力を高め、個性化

を進める授業を実践した。

学力向上を目指し、「考える足場」を設定した授業を

展開した。「考える足場」とは、本時問題の解決を促進

するのに、役立つ基礎・基本となる知識や考え方であ

る。また、「学級内習熟度学習」を組織し、個に応じ

た学習形態をとったり、クラス全体やペアで互いの考

えを聞き合ったりする「ひびき合う学習」を行ったり

し、実践研究を進めた。

平成11年度から９年間という長期展望に立った学校

改革に取り組んできた。めざす子ども像として３つの

笑顔「真剣に取り組む姿」「思いっきり楽しむ姿」｢満

足感あふれる姿」を掲げ、「10の視点」からアプロー

チを図っている。平成15年度からは教師、子ども、保

護者、地域の４者による学校評価を取り入れ、教育活

動の見直し・改善に活用している。

平成15年度より全日本音楽教育研究会からの委嘱を

受け、岡崎市音楽部員の総力の元、音楽科教育におけ

る子供の『学び』について研究を深めた。授業におけ

る学びが集会活動や部活動に向けて、また社会教育の

場としてのジュニア活動に向けて、いかに広がりを持

って連続していくか。また、広がりを持った学びがい

かに授業に再構築されていくか。『広がる学びのステー

ジ』に着目し、授業研究、研究演奏、それぞれの立場

で実践、研究に当たった。

いま、音楽に夢中

広がる学びのステ

ージ

研究物　　研究紀要　　学習指導案集

評価規準例集

講師　　　

愛知教育大学助教授　　　新山王政和　先生

愛知教育大学助教授　　　小泉　恭子　先生　

岡崎市教育委員会　　　　鈴木　聰一　先生

愛知県総合教育センター　岩崎　義高　先生

蒲郡市教育委員会　　　　小川　和人　先生

自ら学ぶ力を高め

る生徒の育成

－教科学習を中心

に－

個が活き、個が輝

く生活科・「かがや

きタイム」の充実

－確かな観察力に

裏づけされた豊

かな表現力を育

む教育実践を通

して－

響き合いを生かし、

豊かな自分づくり

を進める子の育成

－「道徳六名単元」

の推進と「道徳

の時間」の工夫

を通して－

科学が好きな子ど

もを育てる「上地

学習」

「できたよ」「わか

ったよ」学びたい

算数の学習

－「考える足場」

で自力解決の見

通しを持たせる

授業－

新北中教育への挑

戦

－君の笑顔を求め

て－

研究物　　研究紀要　　学習指導案集

自由研究のまとめ　　

講師

各教科・領域指導員の先生方

研究物　　研究紀要　　学習指導案集

分科会助言者　　　

連尺小学校長　　　　　　福應　謙一　先生

安城北中学校長　　　　　森本　末男　先生

筑波大附属小学校教官　　鷲見　辰美　先生

岡崎小学校長　　　　　　野村　正文　先生

研究物　　研究紀要　　学習指導案集　

各学年の年間計画

講師　　　

元西尾市立西尾中学校長　岡田　和幸　先生

矢作南小学校長　　　　　松井　伸市　先生

幸田町立中央小学校教頭　近藤　正義　先生

研究物　　研究紀要（学習指導案集）

講師　　　

愛知教育大学教授　　　　吉田　　淳　先生

鳴門教育大学教授　　　　西村　公孝　先生

千葉商科大学助教授　　　宮崎　　緑　先生

研究物　　研究紀要　　学習指導案集

講師　　　

横浜国立大学教授　　　　石田　淳一　先生

研究物　　研究紀要　　学習指導案集

講師　　　

園田学園女子大学教授　　野口　克海　先生

岡崎市立矢作北中学校長　明保　俊通　先生　

岡崎市立六ッ美中学校長　岩月　慎自　先生

研　究　資　料
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平成17年度教育研究論文入賞者

賞 最優秀
個人 1

1
1
1
4

優　秀
27
3

18
2

50

佳　作
54
6

34
4

100

合計/応募数
82/195
10/ 23
55/135
7/ 14

154/367

共同
個人
共同

小学校

中学校

合　　計

氏　名 学校名 教科領域 研　　究　　主　　題

森下　成樹 六中部 国　語 豊かで確かに伝え合う子供の育成

小川　恵子 竜　海 美　術 豊かな発想をし、自己表現をする楽しさを味わう授業

現職教育部
鈴木　　明 常磐東 算　数 「できたよ」「わかったよ」学びたい算数の学習

現職教育数学部
高鍬　利行 新香山 数　学 「数学的な見方や考え方」を育む数学の授業の創造

国語授業研究部
牧野　　守 本　宿 国　語 自己を正しく見つめ、生き生きと歩む子どもの育成

現職研修部
中村　公治 連　尺 総　合 かかわりあいを通して、学びあいを深める授業

現職研修部
磯村　彰久 六南部 教育全般 学ぶ喜びを育む授業

数　学　部
塚谷　　保 竜　海 数　学 わかる喜び、できる感動を味わえる授業

理　科　部
吉田　章二 竜　海 理　科 自然事象の不思議さを感じ、目的意識をもって追究しようとする生徒が育つ授業

大山　圭子
中山美奈子 大樹寺 算　数

現職教育部会
高橋由美子 緑　丘 音　楽

現職教育部
山田真寿美 六　名 道　徳

６年生部会
船越　　学 井　田 総　合

現職教育部
金指由香里 上　地 教育全般

●個人研究の部
最優秀賞

優秀賞

●共同研究の部
最優秀賞

優秀賞

〈論文入賞者数〉

佳作

近藤志づ代 竜美丘 国　語 基礎学力を伸ばす説明文学習のあり方
早川　弘子 細　川 国　語 意欲を喚起し、読解力をつける授業
小川真奈美 大樹寺 国　語 確かな思いを伝える国語科の授業をめざして
福田　忠大 大樹寺 社　会 幅広い追究活動をもとに、生活に生かす力を育む社会科授業
酒井　智之 大樹寺 社　会 効果的な追究活動から平和に対する意識を高める子
梶田　章浩 羽　根 算　数 理解を深め合う算数科の授業
大谷　信一 連　尺 算　数 確かな力をつけ、分かる、できる喜びを実感できる算数の授業
坂井　　純 常磐東 算　数 学ぶ喜び、意欲を引き出す算数の学習
加藤　幸広 大　門 算　数 数理を関連づけて自分を高めていこうとする子ども
高松　順子 六南部 算　数 学ぶ意欲を高め「確かな学力」を目指す全員参加型の授業
池田　芳浩 小豆坂 理　科 生物の営みを主体的に観察し、自然に対する思いや考えを深める子供の育成
斎藤優亜子 緑　丘 生　活 自分自身への気付きを深め　よりよい自分をつくる子の育成
林　　尚子 矢作西 生　活 自分自身への気付きを深める生活科の学習
柴田亜由美 上　地 生　活 対象へ積極的にかかわり自分への気付きに深められる子
手島　露子 根　石 音　楽 「聴く」ことから広がる音楽科の授業
川口　克也 矢作南 音　楽 創作の楽しさや合奏の喜びを実感するリズム学習
新名　紘子 六北部 音　楽 表現する楽しさを味わう音楽の授業
河村　沙織 広　幡 図　工 描くことを楽しみ、自分の思いをのびのびと表現する子をめざして
檀浦　啓造 矢作北 体　育 関わり合い、技能を高め合っていく体育学習を目指して
石田　則一 矢作北 体　育 仲間とともに学び合う表現運動の学習指導
田中　寿和 三　島 特別支援 ことばを育む指導
河合　泰宏 羽　根 学習情報 視聴覚メディアを活用したコミュニケーション能力の育成をめざして
川本　祐二 美　川 学習情報 ビデオ制作を通して養う子供の力
亀山奈穂子 常磐南 学校保健 自ら生活改善できる子の育成
成田　隆行 三　島 総　合 自らを高め、創り出す総合的な学習
増野　　隆 竜　谷 総　合 段取り力を身につけ、連続した学びを展開できる児童
川原場仁子 六北部 総　合 自分に自信を持っていきいきと活動する子どもの育成
近藤久美子 竜　海 国　語 人の生き方を見つめながら読む力を鍛えよう
浅岡　径子 美　川 国　語 豊かな言葉と心を育み、自分の言葉で表現できる生徒の育成
佐橋　康仁 甲　山 数　学 「生きる力を育む数学科の授業」
坂田　裕史 竜　海 数　学 基礎・基本の確実な定着を目指した数学科の授業
鈴木　崇之 東　海 数　学 自ら追究する力を育てる数学の授業を目指して
小岩　　大 新香山 数　学 文字式の指導の研究
a橋　幸太 六ツ美北 数　学 「数学が楽しい」といえる生徒の育成をめざして
荻須　文裕 東　海 理　科 自己表現と自己評価を取り入れた理科学習
清水　孝治 矢作北 理　科 理科の楽しさを実感できる授業を目指して
鈴木　　武 新香山 理　科 イメージづくりを通して理解を深める理科学習
板倉　敏之 新香山 理　科 理科で感動し、実生活との関連に気づくことのできる生徒の育成
内田　正信 矢　作 音　楽 自らの想いを深め、豊かな表情で表現できる生徒の育成
大久保孝治 新香山 保健体育 自分を見つめ、そして知り、考えて運動をしようとする生徒の育成をめざして
板倉　眞介 北 保健体育 仲間とともにお互いを高め合う体育学習
深田　宏明 竜　海 技術家庭 ものや人と関わり合いながらよりよい生活をめざす授業
柳　　洋子 城　北 技術家庭 家族の一員として主体的に食事を作り、よりよく食べることのできる生徒の育成
越野　和芳 城　北 特別活動 進んでボランティア活動を考え、実践できる生徒の育成を目指して
加賀　智美 矢作北 特別活動 学ぶ楽しさを見出し自ら取り組もうとする生徒

朝倉　智子 梅　園 国　語
堀木　優美 岩　津 国　語
藤谷　朋子 大樹寺 国　語
堺　季和子 矢作東 国　語
山崎　　篤 矢作東 国　語
平國　亮子 城　南 国　語
山崎　彰伯 梅　園 社　会
山内　剛治 連　尺 社　会
片桐　　徹 北　野 社　会
加藤　峰子 六西部 社　会
佐々木八津子 梅　園 算　数
清水　隆史 竜美丘 算　数
滋野井貴子 竜美丘 算　数
安井　文一 井　田 算　数
川h志保子 常磐東 算　数
天野　孝志 大樹寺 算　数
稲垣　裕子 緑　丘 理　科
天野　道晴 藤　川 理　科
木村　充隆 上　地 理　科
小山　岳彦 上　地 理　科
水越　健介 連　尺 生　活
赤穂　恵里 広　幡 生　活
小林　裕子 細　川 生　活
坂口　友梨 上　地 生　活
杉浦真由子 上　地 生　活
鈴木富美子 小豆坂 生　活
細井　鶴貴 緑　丘 音　楽
西　　史絵 福　岡 音　楽
井上　葉子 山　中 音　楽
沓名　治美 矢作南 音　楽
伊藤　将生 広　幡 図　工
杉浦　有子 藤　川 図　工
尾崎貴美子 矢作西 図　工
松井　昭宏 緑　丘 体　育
淺沼　雅広 三　島 体　育
榎谷　幸郎 連　尺 体　育
本郷　一毅 六　名 道　徳
柴田　泰枝 六　名 道　徳
長谷川雄一 岡　崎 特別活動
河合　教恵 井　田 特別活動
佐野　恵広 井　田 特別活動
鈴木　正統 大樹寺 特別活動
石川　実苗 城　南 特別活動
安藤　仁史 美　合 特別支援
大柿　峰樹 三　島 特別支援

田島　広嗣 連　尺 特別支援
野村百合子 男　川 図書館
藤原　克子 根　石 総　合
鶴田　秀幸 三　島 総　合
宇都宮森和 生　平 総　合
原　　洋一 城　南 総　合
稲垣　啓子 小豆坂 総　合
大橋喜代美 六西部 総　合
山本　典弘 六西部 教育全般
丹羽　郁人 甲　山 国　語
西脇ゆうみ 矢　作 国　語
千種　都子 竜　南 国　語
瀧本　彰恵 矢作北 国　語
村田　貴志 甲　山 社　会
成瀬　茂雄 甲　山 社　会
日置　正敏 南 社　会
加藤　　環 新香山 社　会
森田　淳一 竜　南 社　会
若林　ゆり 甲　山 数　学
鈴木恵里子 葵 数　学
深津　伸夫 葵 数　学
小澤　　弘 河　合 数　学
林　　俊樹 六ツ美北 数　学
児玉　洋行 葵 理　科
新　　育大 河　合 理　科
大洲壮一朗 竜　南 理　科
高橋　　誠 河　合 美　術
原田美和子 六ツ美 美　術
白川　真理 美　川 保健体育
土屋　洋子 城　北 保健体育
鈴木　孝広 竜　南 保健体育
中根　正光 美　川 技術家庭
松岡　里美 矢作北 技術家庭
杉田　友紀 南 英　語
近藤　由恵 城　北 英　語
石川　利彦 東　海 英　語
中川りえ子 六ツ美 英　語
倉内　知里 矢作北 英　語
山本　美智 南 特別支援
森　雄一郎 東　海 特別支援
小田　哲也 竜　南 学習情報
浅井　圭子 甲　山 図書館
矢田　雅彦 東　海 生徒指導
杉山　雄一 城　北 総　合
久田　賢作 矢　作 教育全般

佳作

研究部長会
杉坂　美典 小豆坂 教育全般

２年生部会
各務　　圭 福　岡 総　合

２ 年 部 会
村上　禎男 北 総　合

現職教育部
加納　　隆 葵 教育全般

現職研修部
香川　哲範 城　北 教育全般
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・
　
読
み
・
書
き
・
計
算
の
重
点

・
　
早
期
教
育

ア
　
五
歳
か
ら
の
義
務
教
育

イ
　
就
学
前
（
一
年
間
）
教
育

・
　
習
熟
度
別
編
成
の
授
業

・
　
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
を
生
か
す

・
　
「
市
民
性
教
育
」
の
実
践
　

ア
　
生
徒
の
礼
儀
の
向
上

イ
　
生
徒
同
士
が
互
い
の
姿
で

学
び
合
う

・
　
健
全
育
成
へ
の
取
組

ア
　
豊
富
な
人
員
で
全す

べ

て
の
生

徒
を
学
校
に
と
ど
め
て
指

導

イ
　
生
徒
会
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
の
協
力

ウ
　
相
談
室
等
条
件
整
備

○
海
外
研
修
報
告

〔
研
修
先
〕
イ
ギ
リ
ス

〔
研
修
日
〕
十
月
三
〜
十
二
日

〔
研
修
者
〕

山
中
小
学
校

羽
根
渕
一
夫

竜
美
丘
小
学
校

近
藤
志
づ
代

北

中

学

校

鈴
木
　
　
誠

〔
目
的
〕
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
教
育

に
お
け
る
「
教
育
改
革
」

の
現
状
を
把
握
し
、
本
市

の
教
育
活
動
に
生
か
す
。

〔
研
修
内
容
〕

・
　
学
校
理
事
会
に
よ
る
運
営

（
保
護
者
、
地
域
、
Ｌ
Ｅ
Ａ

﹇
地
方
教
育
当
局
﹈
で
構
成
）

・
　
保
護
者
と
の
契
約

・
　
オ
フ
ス
テ
ッ
ド
に
よ
る
外
部

評
価
（
教
育
水
準
監
査
局
）

・
　
学
校
の
自
己
評
価

・
　
校
内
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
、
大
学
に
お

け
る
教
員
研
修

・
　
親
が
付
き
添
う
登
下
校

・
　
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
る
安

全
対
策

・
　
外
部
講
師
を
招
い
た
授
業
や

備
品
の
充
実

・
　
習
熟
度
別
の
ク
ラ
ス
編
成

こ
の
研
修
で
、
我
々
が
最
も
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
の

ワ
ン
ズ
ワ
ー
ス
地
区
に
あ
る
グ
レ

ベ
ニ
ー
中
等
学
校
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
こ
で
は
、
オ
フ
ス

テ
ッ
ド
（
教
育
水
準
局
）
に
よ
る

「outstanding

（
特
に
優
れ
て
い

る
）」
の
評
価
を
示
す
プ
レ
ー
ト

が
目
に
留
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
教
頭
に
よ
る
概
要
説

明
の
後
、
生
徒
会
代
表
の
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
君
と
マ
ー
ゴ
ッ
ト
さ
ん
の

二
人
が
校
内
を
丁
寧
に
案
内
し
て

く
れ
た
こ
と
に
も
驚
い
た
。

習
熟
度
別
編
成
の
数
学
の
授
業

を
参
観
し
た
折
、
担
当
教
師
か
ら

は
下
位
の
生
徒
に
も
学
習
意
欲
の

低
下
は
な
い
と
い
う
説
明
が
あ

り
、「
私
の
友
達
も
、
数
学
が
大

切
な
教
科
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
て
、
自
分
の
力
量
に
見
合
っ

た
内
容
の
授
業
で
向
上
し
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

制
服
姿
の
下
級
生
三
学
年
と
私

服
姿
の
上
級
生
二
学
年
が
混
在
す

る
休
憩
時
間
の
校
庭
で
は
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
異
学
年
で
も
仲
よ
く

談
笑
す
る
姿
が
あ
っ
た
。

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
君
が
、「
自
分

は
四
十
分
以
上
か
け
て
バ
ス
登
校

を
し
て
い
る
が
、『
反
い
じ
め
精

神
』
に
共
感
し
て
こ
の
学
校
を
選

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

詳
し
く
話
を
聞
く
と
、
い
じ
め

問
題
へ
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て

生
徒
が
特
別
な
研
修
を
受
け
、
生

徒
か
ら
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
教

師
立
会
い
で
は
あ
る
が
争
い
ご
と

の
仲
裁
を
し
た
り
し
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。

学
校
運
営
に
生
徒
を
積
極
的
に

取
り
込
ん
で
い
く
方
針
に
つ
い
て
、

学
ぶ
こ
と
の
多
い
訪
問
で
あ
っ
た
。

文
化
や
国
民
性
の
違
い
は
あ
る

が
、
学
校
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
我
々
が
今
後
の
学
校
教
育
に

お
い
て
参
考
に
で
き
る
大
変
よ
い

機
会
で
あ
っ
た
。

●

教
育
最
新
情
報

▲レイクサイド初等学校にて

▲イーブンロード初等学校の授業

▲ティーチングアシストの授業

テ
ー
マ
①

◆
学
校
運
営
の
実
態

地
域
や
家
庭
か
ら

信
頼
さ
れ
る
学
校
経
営

テ
ー
マ
③

◆
中
等
教
育

基
礎
基
本
を
生
き
る
力
に

高
め
る
教
育
実
践

テ
ー
マ
②

◆
初
等
教
育

学
習
意
欲
と
基
礎
学
力
を

高
め
る
教
育
実
践
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地域カリキュラムで総合的な学習を創る
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平成18年３月

平成18年３月
平成18年３月

平成17年７月（明治図書）

平成17年５月
平成17年10月

平成17年12月（明治図書）

平成17年９月

著　　　者
岡崎市現職研修委員会理科部

郷土読本岡崎編集委員会
教育課程第２委員会
鳴門教育大学　西村　公孝
愛知教育大学　久野　弘幸
岡崎市現職研修委員会　総合的な学習部
羽根小学校　羽根小学校ＰＴＡ
矢作西小学校　開校80周年記念事業実行委員会等

岡崎市算数・数学教育研究会

造形おかざきっ子展記念誌編集委員会

◆
第
五
十
一
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
自
由
読
書
部
門
）

竜
海
中
三
年
　
植
田
　
美
咲

◆
全
国
中
学
校
文
芸
作
品
・
歌
曲

創
作
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
（
作
文
の
部
）

東
海
中
三
年
　
加
藤
　
香
衣

◆
全
国
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会

日
本
鳥
類
保
護
連
盟
奨
励
賞
　
生
平
小
学
校

◆
平
成
十
七
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
入
選

河
合
中
三
年

杉
田
　
好
、
杉
山
奈
央

河
合
中
二
年

浅
井
博
貴
、
大
久
保
圭
悟
、
倉
橋
伽
奈
、

神
谷
祐
輔
、
倉
橋
翔
、
大
久
保
匡

◆
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭

佳
作
　
東
海
中
学
校

生
平
小
五
年
　
橋
本
大
輝

◆
愛
知
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

打
楽
器
八
重
奏

金
賞
　
矢
作
中
学
校

※
東
海
大
会
金
賞
で
全
国
大
会
に
出
場

打
楽
器
五
重
奏

銀
賞
　
竜
美
丘
小
学
校

フ
ル
ー
ト
四
重
奏

金
賞
　
竜
美
丘
小
学
校

※
東
海
大
会
最
優
秀
賞

金
賞
　
竜
海
中
学
校

金
管
八
重
奏

銀
賞
　
竜
美
丘
小
学
校

銀
賞
　
竜
海
中
学
校

銀
賞
　
岩
津
中
学
校

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
八
重
奏

金
賞
　
竜
美
丘
小
学
校

銀
賞
　
岩
津
中
学
校

サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

銀
賞
　
竜
美
丘
小
学
校

銀
賞
　
岩
津
中
学
校

◆
第
三
回
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
ク
ー
ル

�
生
涯
学
習
部
門

最
優
秀
賞

「
北
中
の
夜
明
け
」

北
　
中
　
森
　
竜
師
　
教
諭

�
学
校
教
育
部
門

最
優
秀
賞

「
平
成
島
の
生
き
物
た
ち
」

藤
川
小
　
竹
内
　
昭
博
　
教
諭

�
児
童
生
徒
作
品
部
門

最
優
秀
賞

「
ス
ジ
エ
ビ
の
住
む
川
２
」

山
中
小
五
年
　
内
田
　
智
文

◆
「
家
庭
の
日
」
県
民
運
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー

努
力
賞

六
ツ
美
中
一
年
　
高
橋
　
奈
美

梅
園
小
三
年

加
藤
絃
玖
子

矢
作
北
小
五
年
　
岩
月
　
　
遥

◆
愛
知
県
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

※
�全
は
全
国
へ
出
品

優
秀
賞

�全
六
ツ
美
北
部
小
二
年

萩
原
　
　
緑

優
良
賞上

地
小
二
年

足
立
　
光
治

井
田
小
四
年
　
加
藤
　
直
真
　

大
樹
寺
小
五
年

村
田
　
有
沙
　

岡
崎
小
五
年
　
三
浦
麻
里
恵

�全
藤
川
小
六
年
　
石
川
　
奈
穂

六
名
小
六
年
　
加
藤
　
正
悟

�全
甲
山
中
二
年
　
稲
垣
　
真
凛

甲
山
中
二
年
　
武
笠
　
真
結

甲
山
中
三
年
　
近
藤
　
朱
美

◆
第
四
十
一
回
岡
崎
市
読
書
感
想
文
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

�
市
長
賞
〈
読
書
感
想
文
〉

大
門
小
一
年
　
戸
矢
　
早
織

小
豆
坂
小
四
年

種
村
　
　
雪

竜
海
中
三
年
　
植
田
　
美
咲

�
市
議
会
議
長
賞
〈
読
書
感
想
文
〉

岡
崎
小
二
年
　
梅
村
　
享
佑

本
宿
小
五
年
　
小
栗
　
奈
穂

東
海
中
三
年
　
高
嶋
　
志
帆

�
岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

〈
読
書
感
想
画
〉

生
平
小
一
年
　
高
木
　
萌
絵

矢
作
西
小
六
年

矢
尾
板
雅
美

甲
山
中
三
年
　
近
藤
　
朱
美

◆
公
益
信
託
サ
ン
ト
リ
ー
世
界
愛
鳥
基
金

地
域
愛
鳥
活
動
助
成
部
門
　
生
平
小
学
校

◆
全
国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル

奨
励
賞

秦
梨
小
学
校

◆
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

中
学
校
重
奏
部
門

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
城
北
中
学
校

◆
第
五
十
七
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

�
男
子
の
部
（
三
〇
・
一
㎞
）

優
勝

矢
作
中
学
校
Ａ

二
位

東
海
中
学
校
Ａ

三
位

葵
中
学
校
Ａ

四
位

南
中
学
校
Ａ

五
位

竜
海
中
学
校
Ａ

六
位

六
ツ
美
中
学
校
Ａ

�
女
子
の
部
（
一
一
・
七
㎞
）

優
勝

矢
作
中
学
校
Ａ

二
位

南
中
学
校
Ａ

三
位

竜
南
中
学
校
Ａ

四
位

城
北
中
学
校
Ａ

五
位

六
ツ
美
中
学
校

六
位

矢
作
北
中
学
校
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●

表
　
彰

▲第57回岡崎市民駅伝競走大会

▲ 柴田市長、植田さん、手島教諭、大久保校長

●

平
成
十
七
年
度
の
出
版
物
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白
梅
が
花
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
香
り
を

漂
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

長
か
っ
た
今
年
の
冬
も
い
よ
い
よ
終
わ
り
を
告

げ
る
。
学
校
で
も
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
の
三
月
。

寂
し
さ
を
感
じ
る
一
方
、
次
に
あ
る
出
会
い
へ
胸

を
高
鳴
ら
せ
る
の
も
今
。
今
年
度
の
ま
と
め
を
し

て
、
よ
り
良
い
来
年
度
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

明
日
へ
の
夢
と
希
望
を
抱
い
て
胸
を
張
る
卒
業

生
。
そ
の
眼ま

な

差ざ

し
は
輝
く
未
来
へ
と
向
か
う
。

「
い
つ
も
君
た
ち
の
周
囲
に
は
、
心
強
い
支
え

と
な
り
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
。」

尽
き
な
い
思
い
の
中
で
巣
立
っ
て
い

く
子
供
た
ち
に
贈
り
た
い
言
葉
で
あ
る
。

筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
こ
の
一
年
。
市
内
だ
け
で
な
く
、

県
、
東
海
、
全
国
と
、
様
々
な
分
野
で
、
数
々
の

活
躍
を
見
せ
た
子
供
た
ち
。
そ
の
陰
に
は
、
自
身

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
の
支

え
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
感
じ
取

れ
る
子
供
を
育
て
て
い
き
た
い
。

岡
崎
げ
ん
き
館
（
仮
称
）
が
、
二
年
後
の
平
成

二
十
年
三
月
に
開
館
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
元
気
と
活
力
を
創
造
す
る
拠
点
づ
く
り
」
を
整

備
目
標
に
し
て
、「
健
康
、
交
流
、
に
ぎ
わ
い
」

の
三
つ
の
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
計
画
段

階
か
ら
市
民
が
参
画
し
て
お
り
、
私
た

ち
の
健
康
促
進
に
期
待
が
持
て
る
。

オシ

アス

＊国家の品格 藤原　正彦
新潮社 ￥680

＊いまを生きるちから 五木　寛之
ＮＨＫ出版 ￥1300

＊流転の海（第4部） 宮本　　輝
新潮社 ￥743

＊連続性の哲学 Ｃ.Ｓ.パース
岩波書店 ￥745

＊ウズベキスタンの桜 中山　恭子
ＫＴＣ中央出版 ￥1800

著者は，北朝鮮の日本人拉致
ら ち

問題やキル
ギスの日本人人質事件で，その救出に命が
けで取り組んだウズベキスタンの元大使で
ある。
タイトルの『ウズベキスタンの桜』は，

第二次世界大戦後，旧ソ連から強制移送さ
れ，異国の地で亡くなった元日本兵の墓地
に，桜の木を植えるプロジェクトの話から
ついたものである。著者の人柄か，ウズベ
キスタンへの温かい思いが伝わり，行って
みたくなる。

全校総出の第2運動場整地
（昭和40年）

写真提供：河合中学校

昭
和
三
十
九
年
ご
ろ
の
河
合
中
学
校
は
増
設
・

新
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
三
十
九
年
に
は
特
別

教
室
棟
・
駐
車
場
・
自
転
車
置
き
場
、
四
十
年
に

は
第
二
運
動
場
、
四
十
二
年
に
体
育
館
と
相
次
い

で
完
成
し
て
い
る
。

写
真
は
、
全
校
総
出
の
運
動
場
整
地
作
業
の
様

子
で
あ
る
。
木
の
根
っ
こ
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
顔

を
出
し
、
た
い
へ
ん
き
つ
い
作
業
で
あ
る
こ
と
が

推
測
で
き
る
が
、
学
校
を
創つ

く

る
と
い
う
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
突
入
し
た
日
本
は
、
公
共

事
業
真
っ
盛
り
で
あ
っ
た
。
今
あ
る
学
校
規
模
は

こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
生
徒
た
ち

の
手
伝
い
も
貴
重
な
戦
力
で
あ
り
、
学
校
を
自
分

た
ち
の
手
で
創
る
と
い
う
気
持
ち
は
、
大
変
強
い

も
の
が
あ
っ
た
。

・
カ
　
　
ッ
　
　
ト

大
　
門
　
小

山
　
中
　
　
　
武


